
令和5年度実績に関する事務事業評価表 事業№

①

②

①

②

①

②

①

②

③

①

②

③

○

内部管理 2

事 務 事 業 名 都市計画区域見直し事務 課　　等　　名 都市計画課

予 算 事 業 名 都市計画一般管理費 係　　　　　名 まちづくり交通係

事　務　区　分 自治事務 電　話　番　号 0765-23-1026

事　業　期　間 開始年度 平成20年度 終了年度 当面継続 会　　　　　計 予算あり

目　標　名 目標３．輝くまち 款 土木費

政　策　名 政策12．安らぎとにぎわいのまちづくり 項 都市計画費

施　策　名 施策28．うるおいと緑のあるまちの形成 目 都市計画総務費

基本事業名 基本事業28－１．計画的な土地利用の推進 総 合 計 画 主 な 事 業 記載あり（評価対象）

根　拠　法　令 都市計画法 総 合 戦 略 と の 関 連 関連なし

アウトソーシング導入状況 集中プランとの関連 関連なし

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績 実績 計画 実績 達成率 計画

県との協議回数 回 1 1 1 1 100.0% 1 

見直しをすべき地区 箇所 0 0 1 1 100.0% 1 
本来の区域の詳細を示す計画図が作成されている都市計画区域面積 ha 4,444 4,444 4,444 4,444 100.0% 4,444 

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

決算額 決算額 予算現額 決算額 決算増減率 当初予算額

事業費合計 　　(Ａ) 円 0 0 6,000,000 5,775,000 4,300,000 

①国庫支出金 円

②県支出金 円 1,500,000 1,410,000 

③地方債 円

④その他（使用料、雑入等） 円

⑤一般財源 円 4,500,000 4,365,000 4,300,000 

①事務事業に携わる正規職員数 人 2 2 2 2 0.0% 2 

②年間所要時間 時間 300 300 300 300 0.0% 300 

③人件費（②×＠ 3,956 円）(Ｂ) 円 1,186,800 1,186,800 1,186,800 1,186,800 0.0% 1,186,800 

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 円 1,186,800 1,186,800 7,186,800 6,961,800 486.6% 5,486,800 

　令和5年度に取り組んだ事務事業の内容や事業費の主な内訳等

自治体関与の妥当性 １ 妥当である

目的の妥当性 １ 妥当である

目標達成度 ２ 目標どおり

類似事業の有無 １ なし

上位施策への貢献度 ２ 普通

コスト効率 ２ 普通

実施主体の適正化 １ 適正である

負担割合の適正化 １ 適正である

現状を維持

事業の拡充

事業の縮小

統合等の検討

終了又は廃止・休止

担
当
部
署

予
算
科
目

総
合
計
画

事 業 概 要
地域の経済環境の変化や都市基盤整備の動向等により、必要な用途地域の見直しを行う。また、土地利用の実態が、指
定用途の意図どおりに機能していない地区についても、現況と動向等を把握し、必要に応じて用途地域の見直しを行
う。

対　   　象 都市計画区域（用途地域）

手       段
（活動指標）

・都市計画基礎調査等に基づき、現状や経済環境等の動向を把握する。
・区域を見直す必要がある場合、各関係機関等と協議行い、適正な事務手続きを行う。

意       図
（成果指標）

・整合のとれた土地利用となる。
・目標としているまちづくりに繋がる。

３
指　
　

標

活動指標名・成果指標名 単位

活
動

成
果

区　　　分 単位

事
業
費

財
源
内
訳

人
件
費

評価の視点 R4評価 R5評価 評価結果の説明 個別評価の項目 個別評価の判定

妥　当　性 Ａ Ａ 特に問題なし

③ 対象の妥当性 １ 妥当である

有  効  性 Ａ Ｂ 有効性をさらに高めるため若干の改善が必要

効  率  性 Ａ Ｂ 進め方等の改善が必要

結果
(課長総括) Ａ Ｂ 事業の進め方・内容について改善の余地あり 不要

今
後
の
方
針

方
針
の
説
明
等

各種事業等で都市計画区域拡大された場合や縮小された場
合、又は、社会情勢により土地利用の変化があった場合、用
途地域等を必要に応じて見直しをする必要がある。

都市計画区域の範囲、用途地域など、関係
者らと協議する必要がある。

１
基
本
項
目

２
事
業
概
要

４
コ
ス
ト
情
報

５
取
組
内
容

都市計画区域などの見直しを実施するため、課題の整理をおこなった。

６
評　
　

価

１
次
評
価

２
次
評
価



令和5年度実績に関する事務事業評価表 事業№
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②

①

②

①

②

①

②

③

①

②

③

○

ソフト事業 26

事 務 事 業 名 地籍調査事業 課　　等　　名 都市計画課

予 算 事 業 名 地籍調査事業 係　　　　　名 まちづくり交通係

事　務　区　分 自治事務 電　話　番　号 0765-23-1026

事　業　期　間 開始年度 平成21年度 終了年度 当面継続 会　　　　　計 一般会計

目　標　名 目標３．輝くまち 款 土木費

政　策　名 政策12．安らぎとにぎわいのまちづくり 項 土木管理費

施　策　名 施策28．うるおいと緑のあるまちの形成 目 土木総務費

基本事業名 基本事業28－１．計画的な土地利用の推進 総 合 計 画 主 な 事 業 記載あり（評価対象）

根　拠　法　令 国土調査法（昭和26年法律第180号）第６条の４ 総 合 戦 略 と の 関 連 関連なし

アウトソーシング導入状況 集中プランとの関連 関連なし

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績 実績 計画 実績 達成率 計画

本町地区地籍調査対象面積 ｋ㎡ ― ― ― ― ― 

経田地区地籍調査対象面積 ｋ㎡ 0.06 ― ― ― ― 

本町地区地籍調査作業工程実施率 ％ 95 95 100 95 95.0% 100 

経田地区地籍調査作業工程実施率 ％ 95 95 100 95 95.0% 100 

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

決算額 決算額 予算現額 決算額 決算増減率 当初予算額

事業費合計 　　(Ａ) 円 986,650 2,920,000 11,706,000 10,712,382 266.9%

①国庫支出金 円 250,000 1,460,000 5,665,000 4,677,000 220.3%

②県支出金 円 125,000 730,000 2,832,000 2,338,500 220.3%

③地方債 円

④その他（使用料、雑入等） 円 1,600 3,000 

⑤一般財源 円 610,050 730,000 3,206,000 3,696,882 406.4%

①事務事業に携わる正規職員数 人 4 4 4 4 0.0% ―

②年間所要時間 時間 2,500 2,500 2,500 2,500 0.0% ―

③人件費（②×＠ 3,956 円）(Ｂ) 円 9,890,000 9,890,000 9,890,000 9,890,000 0.0%

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 円 10,876,650 12,810,000 21,596,000 20,602,382 60.8%

　令和5年度に取り組んだ事務事業の内容や事業費の主な内訳等

自治体関与の妥当性 １ 妥当である

目的の妥当性 １ 妥当である

目標達成度 ２ 目標どおり

類似事業の有無 １ なし

上位施策への貢献度 ２ 普通

コスト効率 ２ 普通

実施主体の適正化 １ 適正である

負担割合の適正化 １ 適正である

現状を維持

事業の拡充

事業の縮小

統合等の検討

終了又は廃止・休止

担
当
部
署

予
算
科
目

総
合
計
画

事 業 概 要
国土調査法に基づき、１筆ごとの土地について、所有者の立会いの下、①所有者、②地番、③地目、④境界を確認し、
現代の正確な測量技術で⑤面積を測定し、その結果を登記簿、公図に反映させるもの。

対　   　象 魚津市の土地の登記

手       段
（活動指標）

土地の境界立会い、地図の閲覧業務及び地籍調査業務の啓発活動

意       図
（成果指標）

調査により、土地の登記を正確なものに修正し、市民の財産を適正に保護する。

３
指　
　

標

活動指標名・成果指標名 単位

活
動

成
果

区　　　分 単位

事
業
費

財
源
内
訳

人
件
費

評価の視点 R4評価 R5評価 評価結果の説明 個別評価の項目 個別評価の判定

妥　当　性 Ａ Ａ 特に問題なし

③ 対象の妥当性 １ 妥当である

有  効  性 Ａ Ｂ 有効性をさらに高めるため若干の改善が必要

効  率  性 Ａ Ｂ 進め方等の改善が必要

結果
(課長総括) Ａ Ｂ 事業の進め方・内容について改善の余地あり 不要

今
後
の
方
針

方
針
の
説
明
等

本町地区、経田地区の地籍調査の完了を進めると伴に、新規
地区の新角川Ⅰ・Ⅱ地区の地籍調査が始まった。また、事業
を推進していくために、地籍調査事業の啓発に取り組む必要
がある。

新規地区の事業を円滑に実施するため、関
係者らと事業の進め方について協議する必
要がある。

１
基
本
項
目

２
事
業
概
要

４
コ
ス
ト
情
報

５
取
組
内
容

本町一丁目、二丁目地区 成果の閲覧に向けての問題個所を整理、調査区域の一筆調査を実施した。
経田地区 成果の閲覧に向けての問題個所を整理、調査区域の一筆調査を実施した。
新角川一丁目　調査区域の一筆調査を実施した。

６
評　
　

価

１
次
評
価

２
次
評
価



令和5年度実績に関する事務事業評価表 事業№
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②

①

②

①

②

①

②

③

①

②

③

○

施設管理 3

事 務 事 業 名 総合公園等維持管理事業 課　　等　　名 都市計画課

予 算 事 業 名 総合公園等維持管理費 係　　　　　名 業務公園係

事　務　区　分 自治事務 電　話　番　号 0765-23-1030

事　業　期　間 開始年度 昭和56年度 終了年度 当面継続 会　　　　　計 一般会計

目　標　名 目標３．輝くまち 款 土木費

政　策　名 政策12．安らぎとにぎわいのまちづくり 項 都市計画費

施　策　名 施策28．うるおいと緑のあるまちの形成 目 都市公園管理費

基本事業名 基本事業28－２．親しみの持てる公園の整備 総 合 計 画 主 な 事 業 記載なし

根　拠　法　令 総 合 戦 略 と の 関 連 関連あり（評価対象）

アウトソーシング導入状況 アウトソーシング導入済（指定管理者制度） 集中プランとの関連 関連あり（評価対象）

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績 実績 計画 実績 達成率 計画

ミラージュランド自主事業開催件数 回 3 12 12 10 83.3% 12 

修繕をした箇所 箇所 34 33 40 35 87.5% 40 

総合公園等利用料収入額 千円 11,433 14,321 19,400 19,680 101.4% 19,400 

遊具等の利用者数 千人 205 340 300 296 98.7% 300 

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

決算額 決算額 予算現額 決算額 決算増減率 当初予算額

事業費合計 　　(Ａ) 円 60,213,132 62,784,072 76,811,000 69,750,224 11.1% 60,718,000 

①国庫支出金 円

②県支出金 円

③地方債 円 2,200,000 1,800,000 3,000,000 

④その他（使用料、雑入等） 円 1,508,779 1,872,393 3,086,000 2,708,157 44.6% 2,084,000 

⑤一般財源 円 58,704,353 60,911,679 71,525,000 65,242,067 7.1% 55,634,000 

①事務事業に携わる正規職員数 人 4 4 4 4 0.0% 4 

②年間所要時間 時間 1,300 1,300 1,300 1,300 0.0% 1,300 

③人件費（②×＠ 3,956 円）(Ｂ) 円 5,142,800 5,142,800 5,142,800 5,142,800 0.0% 5,142,800 

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 円 65,355,932 67,926,872 81,953,800 74,893,024 10.3% 65,860,800 

　令和5年度に取り組んだ事務事業の内容や事業費の主な内訳等

自治体関与の妥当性 １ 妥当である

目的の妥当性 １ 妥当である

目標達成度 １ 高い

類似事業の有無 １ なし

上位施策への貢献度 １ 高い

コスト効率 ２ 普通

実施主体の適正化 １ 適正である

負担割合の適正化 １ 適正である

現状を維持

事業の拡充

事業の縮小

統合等の検討

終了又は廃止・休止

担
当
部
署

予
算
科
目

総
合
計
画

事 業 概 要
魚津総合公園、早月川緑地及びミラージュハウスの維持管理について、指定管理者に委託する。
（だだし、公園施設の整備、改修は魚津市が施行する。）

対　   　象 魚津総合公園、早月川緑地、ミラージュハウス

手       段
（活動指標）

指定管理者への委託業務による管理・運営状況を確認

意       図
（成果指標）

指定管理者制度の導入により、民間事業者が有するノウハウを活用することにより、住民サービスの質の向上を図って
いくことで、施設設置の目的を効果的に達成する。

３
指　
　

標

活動指標名・成果指標名 単位

活
動

成
果

区　　　分 単位

事
業
費

財
源
内
訳

人
件
費

評価の視点 R4評価 R5評価 評価結果の説明 個別評価の項目 個別評価の判定

妥　当　性 Ａ Ａ 特に問題なし

③ 対象の妥当性 １ 妥当である

有  効  性 Ａ Ａ 特に問題なし

効  率  性 Ｂ Ｂ 進め方等の改善が必要

結果
(課長総括) Ａ Ａ 現行どおり管理運営を行うことが適当 不要

今
後
の
方
針

方
針
の
説
明
等

平成18年度から、魚津総合公園、早月川緑地及びミラージュ
ハウスの維持管理を指定管理者制度へ移行し、民間活力によ
る施設維持管理運営を図っている。施設全体が老朽化してい
るため、指定管理者との修繕箇所分担割りに基づいた修繕及
び改修工事が必要である。

１
基
本
項
目

２
事
業
概
要

４
コ
ス
ト
情
報

５
取
組
内
容

・指定管理者への委託業務による管理・運営状況を確認。
・施設の老朽化により計画的に修繕を行なった。レストハウス横トイレ改修工事、ミラージュランド外周柵更新工事、パークゴルフ場
給水管布設工事・あづまや風除けシート設置工事、滑り台修繕工事を実施。

６
評　
　

価

１
次
評
価

２
次
評
価



令和5年度実績に関する事務事業評価表 事業№

①

②

①

②

①

②

①

②

③

①

②

③

○

施設管理 4

事 務 事 業 名 都市公園等維持管理事業 課　　等　　名 都市計画課

予 算 事 業 名 公園維持管理費 係　　　　　名 業務公園係

事　務　区　分 自治事務 電　話　番　号 0765-23-1030

事　業　期　間 開始年度 昭和56年度 終了年度 当面継続 会　　　　　計 一般会計

目　標　名 目標３．輝くまち 款 土木費

政　策　名 政策12．安らぎとにぎわいのまちづくり 項 都市計画費

施　策　名 施策28．うるおいと緑のあるまちの形成 目 都市公園管理費

基本事業名 基本事業28－２．親しみの持てる公園の整備 総 合 計 画 主 な 事 業 記載なし

根　拠　法　令 総 合 戦 略 と の 関 連 関連なし

アウトソーシング導入状況 アウトソーシング導入済（協働） 集中プランとの関連 関連あり（評価対象）

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績 実績 計画 実績 達成率 計画

除草回数（延べ回数） 回 56 56 56 56 100.0% 56 

遊具の点検回数 回 1 1 1 1 100.0% 1 

適正に管理されている都市公園等数 箇所 97 99 99 99 100.0% 99 

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

決算額 決算額 予算現額 決算額 決算増減率 当初予算額

事業費合計 　　(Ａ) 円 36,245,992 35,330,880 43,164,363 42,707,771 20.9% 44,229,000 

①国庫支出金 円

②県支出金 円

③地方債 円

④その他（使用料、雑入等） 円 780,246 914,653 1,108,000 1,107,369 21.1% 909,000 

⑤一般財源 円 35,465,746 34,416,227 42,056,363 41,600,402 20.9% 43,320,000 

①事務事業に携わる正規職員数 人 4 4 4 4 0.0% 4 

②年間所要時間 時間 1,400 1,400 1,400 1,400 0.0% 1,400 

③人件費（②×＠ 3,956 円）(Ｂ) 円 5,538,400 5,538,400 5,538,400 5,538,400 0.0% 5,538,400 

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 円 41,784,392 40,869,280 48,702,763 48,246,171 18.0% 49,767,400 

　令和5年度に取り組んだ事務事業の内容や事業費の主な内訳等

自治体関与の妥当性 １ 妥当である

目的の妥当性 １ 妥当である

目標達成度 ２ 目標どおり

類似事業の有無 １ なし

上位施策への貢献度 ２ 普通

コスト効率 ２ 普通

実施主体の適正化 ２ 改善の余地あり

負担割合の適正化 １ 適正である

現状を維持

事業の拡充

事業の縮小

統合等の検討

終了又は廃止・休止

担
当
部
署

予
算
科
目

総
合
計
画

事 業 概 要
都市公園等を憩いの場として市民が安心、安全に利用できるために、都市公園等（都市公園・開発広場）の維持・管
理、都市公園施設管理（遊具・樹木・芝生・トイレ等）を行う。

対　   　象 都市公園、開発広場　ちびっこ広場

手       段
（活動指標）

雑草の草刈、樹木の剪定・雪囲い、遊具の点検・保守、施設の補修。

意       図
（成果指標）

管理が行き届き、清潔で安全に都市公園等を利用できる状態を保つ。

３
指　
　

標

活動指標名・成果指標名 単位

活
動

成
果

区　　　分 単位

事
業
費

財
源
内
訳

人
件
費

評価の視点 R4評価 R5評価 評価結果の説明 個別評価の項目 個別評価の判定

妥　当　性 Ａ Ａ 特に問題なし

③ 対象の妥当性 １ 妥当である

有  効  性 Ｂ Ｂ 有効性をさらに高めるため若干の改善が必要

効  率  性 Ｂ Ｂ 根本的変更でなく進め方の改善が必要

結果
(課長総括) Ｂ Ｂ 管理運営の進め方・内容について改善の余地あり 不要

今
後
の
方
針

方
針
の
説
明
等

都市公園等は市民の憩いの場となっており、利用に関して適
切な管理が求められている。植栽管理のほか公園の遊具につ
いても、事故が起きないように点検業務を実施することが重
要である。また、老朽化の遊具等が多いため、平成30年度に
策定した公園施設長寿命化計画に基づき計画的な修繕及び改
修工事を行うことが必要不可欠である。

１
基
本
項
目

２
事
業
概
要

４
コ
ス
ト
情
報

５
取
組
内
容

雑草の草刈、樹木の剪定・雪囲い、遊具の点検・保守、施設の補修を実施。

６
評　
　

価

１
次
評
価

２
次
評
価



令和5年度実績に関する事務事業評価表 事業№

①

②

①

②

①

②

①

②

③

①

②

③

○

ソフト事業 25

事 務 事 業 名 官民連携推進事業 課　　等　　名 都市計画課

予 算 事 業 名 官民連携推進事業 係　　　　　名 業務公園係

事　務　区　分 自治事務 電　話　番　号 0765-23-1030

事　業　期　間 開始年度 平成29年度 終了年度 当面継続 会　　　　　計 一般会計

目　標　名 目標３．輝くまち 款 土木費

政　策　名 政策12．安らぎとにぎわいのまちづくり 項 都市計画費

施　策　名 施策28．うるおいと緑のあるまちの形成 目 都市公園管理費

基本事業名 基本事業28－２．親しみの持てる公園の整備 総 合 計 画 主 な 事 業 記載あり（評価対象）

根　拠　法　令 なし 総 合 戦 略 と の 関 連 関連あり（評価対象）

アウトソーシング導入状況 集中プランとの関連 関連あり（評価対象）

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績 実績 計画 実績 達成率 計画

イベント開催 回 42 71 35 96 274.3% 42 

みらパーク（総合公園）利用者数 千人 115 184 152 166 109.2% 154 

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

決算額 決算額 予算現額 決算額 決算増減率 当初予算額

事業費合計 　　(Ａ) 円 17,508,061 65,044,131 6,252,000 6,131,243 -90.6% 5,252,000 

①国庫支出金 円

②県支出金 円 520,000 18,152,000 

③地方債 円 27,200,000 

④その他（使用料、雑入等） 円 19,632,500 6,000,000 6,000,000 -69.4%

⑤一般財源 円 16,988,061 59,631 252,000 131,243 120.1% 5,252,000 

①事務事業に携わる正規職員数 人 2 2 2 2 0.0% 2 

②年間所要時間 時間 1,000 1,000 1,000 1,000 0.0% 1,000 

③人件費（②×＠ 3,956 円）(Ｂ) 円 3,956,000 3,956,000 3,956,000 3,956,000 0.0% 3,956,000 

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 円 21,464,061 69,000,131 10,208,000 10,087,243 -85.4% 9,208,000 

　令和5年度に取り組んだ事務事業の内容や事業費の主な内訳等

自治体関与の妥当性 １ 妥当である

目的の妥当性 １ 妥当である

目標達成度 １ 高い

類似事業の有無 １ なし

上位施策への貢献度 １ 高い

コスト効率 ２ 普通

実施主体の適正化 １ 適正である

負担割合の適正化 １ 適正である

現状を維持

事業の拡充

事業の縮小

統合等の検討

終了又は廃止・休止

担
当
部
署

予
算
科
目

総
合
計
画

事 業 概 要
昭和56年代から整備された水族博物館を含む魚津総合公園の老朽化が著しく、改修、新築などといった再整備の検討が必要と
なっている。また、施設の利用人数も伸び悩んでおり、新たな施設運営等についても検討ｶが必要である。そこで、民間の資金や
民間のノウハウを活用した効率的な施設整備や維持管理運営を行うPPP/PFI手法導入の可能性について研究していく。

対　   　象 魚津総合公園（ミラージュランド水族博物館含む）

手       段
（活動指標）

魚津官民連携地域プラットフォームを活用し、官民連携の可能性を探っていく。

意       図
（成果指標）

魚津水族博物館含む魚津総合公園の官民連携の事業化の合意形成を図る。

３
指　
　

標

活動指標名・成果指標名 単位

活
動

成
果

区　　　分 単位

事
業
費

財
源
内
訳

人
件
費

評価の視点 R4評価 R5評価 評価結果の説明 個別評価の項目 個別評価の判定

妥　当　性 Ａ Ａ 特に問題なし

③ 対象の妥当性 １ 妥当である

有  効  性 Ａ Ａ 特に問題なし

効  率  性 Ｂ Ｂ 進め方等の改善が必要

結果
(課長総括) Ａ Ａ 計画どおり事業を実施することが適当 不要

今
後
の
方
針

方
針
の
説
明
等

　令和元年11月から官民連携の取組みにより、みらパーク
（総合公園）においてイベント開催を行っている。イベント
内容や開催時期等、開催を通しながら参加者ニーズを把握
し、さらに向上するよう努めたい。
また、みらパークの賑わい創出に向け、官民連携の取組みを
推進していく必要がある。

１
基
本
項
目

２
事
業
概
要

４
コ
ス
ト
情
報

５
取
組
内
容

・賑わい創出パートナーの「Naps」と委託契約し、年間を通してイベントの開催を行った。

６
評　
　

価

１
次
評
価

２
次
評
価



令和5年度実績に関する事務事業評価表 事業№

①

②

①

②

①

②

①

②

③

①

②

③

○

ハード事業 28

事 務 事 業 名 公園整備事業 課　　等　　名 都市計画課

予 算 事 業 名 公園整備事業 係　　　　　名 業務公園係

事　務　区　分 自治事務 電　話　番　号 0765-23-1030

事　業　期　間 開始年度 平成30年度 終了年度 当面継続 会　　　　　計 一般会計

目　標　名 目標３．輝くまち 款 土木費

政　策　名 政策12．安らぎとにぎわいのまちづくり 項 都市計画費

施　策　名 施策28．うるおいと緑のあるまちの形成 目 都市公園管理費

基本事業名 基本事業28－２．親しみの持てる公園の整備 総 合 計 画 主 な 事 業 記載あり（評価対象）

根　拠　法　令 都市公園法 総 合 戦 略 と の 関 連 関連あり（評価対象）

アウトソーシング導入状況 集中プランとの関連 関連あり（評価対象）

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績 実績 計画 実績 達成率 計画

公園施設長寿命化対策数（C,D判定209施設） 基 13 2 4 9 225.0% 4 

公園施設長寿命化対策済み率（C,D判定209施設） ％ 15 16 18 21 116.7% 22 

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

決算額 決算額 予算現額 決算額 決算増減率 当初予算額

事業費合計 　　(Ａ) 円 35,401,210 57,444,559 135,556,000 91,821,215 59.8% 152,174,000 

①国庫支出金 円 15,000,000 28,270,000 65,730,000 44,159,000 56.2% 75,000,000 

②県支出金 円

③地方債 円 18,800,000 26,900,000 51,800,000 31,300,000 16.4% 67,500,000 

④その他（使用料、雑入等） 円

⑤一般財源 円 1,601,210 2,274,559 18,026,000 16,362,215 619.4% 9,674,000 

①事務事業に携わる正規職員数 人 2 2 2 2 0.0% 2 

②年間所要時間 時間 900 900 900 900 0.0% 900 

③人件費（②×＠ 3,956 円）(Ｂ) 円 3,560,400 3,560,400 3,560,400 3,560,400 0.0% 3,560,400 

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 円 38,961,610 61,004,959 139,116,400 95,381,615 56.4% 155,734,400 

　令和5年度に取り組んだ事務事業の内容や事業費の主な内訳等

自治体関与の妥当性 １ 妥当である

目的の妥当性 １ 妥当である

目標達成度 ２ 目標どおり

類似事業の有無 １ なし

上位施策への貢献度 １ 高い

コスト効率 １ 高い

実施主体の適正化 １ 適正である

負担割合の適正化 １ 適正である

現状を維持

事業の拡充

事業の縮小

統合等の検討

終了又は廃止・休止

担
当
部
署

予
算
科
目

総
合
計
画

事 業 概 要
公園の利用状況を把握し、必要な公園施設の整備を行うとともに世代や地域によって異なるニーズを踏まえ、子供用遊具の充実
や健康遊具を充実させる等、類似公園の役割を分担させ、公園ごとに特色を持たせることで利用満足度の向上や利用者の増加等
を目指す。また、施設の長寿命化や施設の更新を進めることによる安全の確保や維持管理費の縮減を図る。

対　   　象 魚津総合公園・早月川緑地・桃山運動公園・街区公園24箇所

手       段
（活動指標）

公園施設長寿命化計画、緑の基本計画及び公園整備のガイドラインとなるパークマネジメント基本方針を策定し、その
計画に基づき公園の整備や施設の長寿命化を図る。

意       図
（成果指標）

公園施設長寿命化計画、パークマネジメント基本方針を策定
利用者の満足度向上、利用者増、維持管理費の縮減

３
指　
　

標

活動指標名・成果指標名 単位

活
動

成
果

区　　　分 単位

事
業
費

財
源
内
訳

人
件
費

評価の視点 R4評価 R5評価 評価結果の説明 個別評価の項目 個別評価の判定

妥　当　性 Ａ Ａ 特に問題なし

③ 対象の妥当性 １ 妥当である

有  効  性 Ａ Ａ 目標達成度は設定にばらつきがあるため評点への影
響低い

効  率  性 Ａ Ａ 特に問題なし

結果
(課長総括) Ａ Ａ 計画どおり事業を実施することが適当 不要

今
後
の
方
針

方
針
の
説
明
等

都市公園の長寿命化計画やパークマネジメント基本方針に基
づき、計画的に施設の更新等を進め、安全の確保や維持管理
費の縮減を図ることが重要である。

１
基
本
項
目

２
事
業
概
要

４
コ
ス
ト
情
報

５
取
組
内
容

・公園施設長寿命化計画に基づき、社会資本整備総合交付金を活用して魚津総合公園の施設改修を実施し、あわせて長寿命化計画の定
期的な見直しを行った。
・パークマネジメントプランに基づき、本江地区では新金屋公園の再整備、道下地区では北鬼江２号公園の実施設計を行い、地域と協
議しながら特色ある公園づくりへ向けた公園機能再編事業を実施した。

６
評　
　

価

１
次
評
価

２
次
評
価



令和5年度実績に関する事務事業評価表 事業№

①

②

①

②

①

②

①

②

③

①

②

③

○

ソフト事業 6

事 務 事 業 名 公園里親制度事業 課　　等　　名 都市計画課

予 算 事 業 名 公園里親制度事業 係　　　　　名 業務公園係

事　務　区　分 自治事務 電　話　番　号 0765-23-1030

事　業　期　間 開始年度 平成19年度 終了年度 当面継続 会　　　　　計 一般会計

目　標　名 目標３．輝くまち 款 土木費

政　策　名 政策12．安らぎとにぎわいのまちづくり 項 都市計画費

施　策　名 施策28．うるおいと緑のあるまちの形成 目 都市公園管理費

基本事業名 基本事業28－３．美しい景観づくりの推進 総 合 計 画 主 な 事 業 記載あり（評価対象）

根　拠　法　令 総 合 戦 略 と の 関 連 関連なし

アウトソーシング導入状況 集中プランとの関連 関連なし

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績 実績 計画 実績 達成率 計画

里親がいる公園 園 24 27 29 30 103.4% 31 

都市公園及び開発広場の里親率 ％ 23 25 27 30 111.1% 32 

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

決算額 決算額 予算現額 決算額 決算増減率 当初予算額

事業費合計 　　(Ａ) 円 73,819 110,465 199,000 171,689 55.4% 444,000 

①国庫支出金 円

②県支出金 円

③地方債 円

④その他（使用料、雑入等） 円

⑤一般財源 円 73,819 110,465 199,000 171,689 55.4% 444,000 

①事務事業に携わる正規職員数 人 2 2 2 2 0.0% 2 

②年間所要時間 時間 300 300 300 300 0.0% 300 

③人件費（②×＠ 3,956 円）(Ｂ) 円 1,186,800 1,186,800 1,186,800 1,186,800 0.0% 1,186,800 

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 円 1,260,619 1,297,265 1,385,800 1,358,489 4.7% 1,630,800 

　令和5年度に取り組んだ事務事業の内容や事業費の主な内訳等

自治体関与の妥当性 １ 妥当である

目的の妥当性 １ 妥当である

目標達成度 １ 高い

類似事業の有無 １ なし

上位施策への貢献度 ２ 普通

コスト効率 １ 高い

実施主体の適正化 １ 適正である

負担割合の適正化 １ 適正である

現状を維持

事業の拡充

事業の縮小

統合等の検討

終了又は廃止・休止

担
当
部
署

予
算
科
目

総
合
計
画

事 業 概 要
市が管理する都市公園、その他の公園及び緑地等の美化及び保全のため、市民が公園等の里親となってボランティア活
動を実施することにより、環境美化等に対する市民意識の高揚を図り、市民、事業者及び市が一体となって美しく住み
よいまちづくりを推進することを目的とする。

対　   　象 都市公園、開発広場等

手       段
（活動指標）

里親として登録された団体や市民へ、公園を管理するために必要となる消耗品等の支給を行なう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
新規に公園里親制度に加入していただくように啓発活動を行なう。

意       図
（成果指標）

市が管理する都市公園等に親しみを持ってもらい、環境美化等に対する市民意識の高揚を図り、市民等と市が一体と
なって美しく住みよいまちづくりを推進する。

３
指　
　

標

活動指標名・成果指標名 単位

活
動

成
果

区　　　分 単位

事
業
費

財
源
内
訳

人
件
費

評価の視点 R4評価 R5評価 評価結果の説明 個別評価の項目 個別評価の判定

妥　当　性 Ａ Ａ 特に問題なし

③ 対象の妥当性 １ 妥当である

有  効  性 Ｂ Ｂ 有効性をさらに高めるため若干の改善が必要

効  率  性 Ａ Ａ 特に問題なし

結果
(課長総括) Ａ Ａ 計画どおり事業を実施することが適当 不要

今
後
の
方
針

方
針
の
説
明
等

公園の維持管理のための道具購入等、必要最低限の費用で地
元組織や個人による公園管理を実施している。今後、それぞ
れの地域にある公園がどうなれば地元で愛着のあるものにな
るかを検討し、地元と協働しながら管理を図らなければなら
ない。市広報やホームページで公園里親制度の周知が重要で
ある。

１
基
本
項
目

２
事
業
概
要

４
コ
ス
ト
情
報

５
取
組
内
容

・里親として登録された団体や市民へ、公園を管理するために必要となる消耗品等を支給。
・里親が希望する公園に「公園里親ボランティアプレート」を設置。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

６
評　
　

価

１
次
評
価

２
次
評
価



令和5年度実績に関する事務事業評価表 事業№

①

②

①

②

①

②

①

②

③

①

②

③

○

ソフト事業 14

事 務 事 業 名 屋外広告物許可及び啓発事業 課　　等　　名 都市計画課

予 算 事 業 名 都市計画一般管理費 係　　　　　名 業務公園係

事　務　区　分 自治事務 電　話　番　号 0765-23-1030

事　業　期　間 開始年度 昭和27年度 終了年度 当面継続 会　　　　　計 一般会計

目　標　名 目標３．輝くまち 款 土木費

政　策　名 政策12．安らぎとにぎわいのまちづくり 項 都市計画費

施　策　名 施策28．うるおいと緑のあるまちの形成 目 都市計画総務費

基本事業名 基本事業28－３．美しい景観づくりの推進 総 合 計 画 主 な 事 業 記載あり（評価対象）

根　拠　法　令 屋外広告物法、富山県屋外広告物条例 総 合 戦 略 と の 関 連 関連なし

アウトソーシング導入状況 集中プランとの関連 関連なし

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

実績 実績 計画 実績 達成率 計画

審査件数 件 93 83 85 67 78.8% 70 

更新案内送付件数 件 52 58 60 37 61.7% 40 

許可件数 件 75 74 75 67 89.3% 75 

違反広告件数 件 17 16 15 16 106.7% 15 

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

決算額 決算額 予算現額 決算額 決算増減率 当初予算額

事業費合計 　　(Ａ) 円 18,900 19,000 69,000 57,500 202.6% 0 

①国庫支出金 円

②県支出金 円

③地方債 円

④その他（使用料、雑入等） 円

⑤一般財源 円 18,900 19,000 69,000 57,500 202.6% 0 

①事務事業に携わる正規職員数 人 2 2 2 2 0.0% 2 

②年間所要時間 時間 400 400 400 400 0.0% 400 

③人件費（②×＠ 3,956 円）(Ｂ) 円 1,582,400 1,582,400 1,582,400 1,582,400 0.0% 1,582,400 

総　費　用（Ａ＋Ｂ） 円 1,601,300 1,601,400 1,651,400 1,639,900 2.4% 1,582,400 

　令和5年度に取り組んだ事務事業の内容や事業費の主な内訳等

自治体関与の妥当性 １ 妥当である

目的の妥当性 １ 妥当である

目標達成度 １ 高い

類似事業の有無 １ なし

上位施策への貢献度 １ 高い

コスト効率 １ 高い

実施主体の適正化 １ 適正である

負担割合の適正化 １ 適正である

現状を維持

事業の拡充

事業の縮小

統合等の検討

終了又は廃止・休止

担
当
部
署

予
算
科
目

総
合
計
画

事 業 概 要
屋外広告物法（昭和24年法律第189号）の規定に基づき、①良好な景観を形成し、又は風致を維持すること、②公衆に
対する危害を防止することの２つの目的から屋外広告物の規制を行う。

対　   　象 ・屋外広告物（広告物又は広告物を掲出する物件）を設置しようとする人　・市内の事業所　・市民

手       段
（活動指標）

・広報やホームページに掲載し、市内全世帯への周知を図る。
・更新の案内を送付。　　　　・違反広告物の確認及び除去依頼。

意       図
（成果指標）

・屋外広告物の設置を適法に行わせる。
・市民の屋外広告物への理解を深め、景観や街づくりに対する意識を高める。
・違反広告物や違反広告業者を減少させる。

３
指　
　

標

活動指標名・成果指標名 単位

活
動

成
果

区　　　分 単位

事
業
費

財
源
内
訳

人
件
費

評価の視点 R4評価 R5評価 評価結果の説明 個別評価の項目 個別評価の判定

妥　当　性 Ａ Ａ 特に問題なし

③ 対象の妥当性 １ 妥当である

有  効  性 Ａ Ａ 特に問題なし

効  率  性 Ａ Ａ 特に問題なし

結果
(課長総括) Ａ Ａ 計画どおり事業を実施することが適当 不要

今
後
の
方
針

方
針
の
説
明
等

県から権限委譲されている事務であり、現状維持が妥当。
平成22年７月に県の屋外広告物条例が改正され基準も従来よ
りも厳しくなっており、引き続き関係業者等へ周知及び指導
を行う必要がある。また、是正を必要とする広告物への指導
を行い良好な景観の確保に努める。

１
基
本
項
目

２
事
業
概
要

４
コ
ス
ト
情
報

５
取
組
内
容

・９月市広報で違反広告物について掲載し、違反広告物の是正のＰＲを行っている。

６
評　
　

価

１
次
評
価

２
次
評
価


